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第 256回 東京エリア Debian勉強会 2026年 5月

1 最近のDebian関連のミーティング報告
杉本 典充

1.1 2026 年 4 月度 東京エリア・関西合同 Debian勉強会

2026 年 4 月 18 日 (土) に東京エリア Debian 勉強会と関西 Debian 勉強会の合同でオンラインによる Debian 勉

強会を開催しました。参加者は 9 名でした。

セミナー発表は、林さんによる発表「Debianプロジェクトリーダーはどのようにして選ばれるのか」*1を行いまし

た。後半は BoF「よろず相談・情報共有会」を行い、参加者の日頃の疑問・質問を参加者同士で情報を共有して問題

解決に結びつけていました。

勉強会の終了後、参加者同士で Debian や OSS に関する話の情報交換を行いました。

*1 https://slide.rabbit-shocker.org/authors/kenhys/tokyodebian-debian-vote-202604/
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2 事前課題
杉本 典充

今回の事前課題は以下です。

1. OpenWrtを知っていますか。

2. Debianや OSSで調べていることや情報が欲しいことがあれば教えてください。

2.1 dictoss

1. 知っており、使ったことがある

2. (回答なし)

2.2 NOKUBI Takatsugu (knok)

1. 知っているが、使ったことはない

2. (回答なし)

2.3 TaisukeNishimori

1. 知らない

2. (回答なし)

2.4 su do

1. 知っているが、使ったことはない

2. (回答なし)

2.5 PicoPicoP (Awe Morris) (awemorris)

1. 知っているが、使ったことはない

2. (回答なし)

2.6 ebekei

1. 知らない

2. (回答なし)

2.7 TomoTaka (tomoTaka2024)

1. 知らない

2. 最近の Linux カーネルの脆弱性対応は、どうなってい

るのかが興味あります。

2.8 23corona

1. 知っており、使ったことがある

2. (回答なし)
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3 イベント向けネットワークの設計・構築を
試してみた (小規模・OpenWrt編)

杉本 典充

3.1 はじめに

IT 系のイベントを開催するときは参加者や運営スタッフがネットワークを利用できるように手配することが多い

です。ただ、Debian 勉強会をリアルな会場で行うときは会場に提供しているゲスト向けネットワークをそのまま利

用させてもらう、または参加者個人のスマートフォンやモバイル Wi-Fi ルータの回線に頼っていました。

DebConf などの大きなイベントではネットワークを専用に構築する必要があるため、ネットワークの勉強をする

ために小さなネットワークを構築してみました。その勉強の中で「OpenWrt」というオープンソースなルータ用 OS

を使ってみたため、ご紹介します。

3.2 ゴールの確認：DebConf のネットワーク要件

DebConf を開催するための主催者向け準備情報をまとめた Wiki ページ「DebConf Organiser ’s Guide」*2と

いうサイトがあります。その Web サイトの中に「Network Requirements for DebConf」*3というページがあり、

DebConf を開催するにあたり会場で提供する必要があるネットワークの要件が書いてあります。

概要をまとめると以下となります。

� 利用想定人数は、DebCampの期間は 100 人程度、DebConf の期間は 100 + 250 人程度 (ただし、1 人が PC

やスマートフォンなどを 2 ～ 3 台をつなぐ想定)

� 運営で利用するチームは フロントデスクチーム、インフラチーム (サーバ・ネットワーク)、ビデオ配信チーム

� 部屋はハックラボ部屋、トーク部屋 (ビデオ配信あり)、BoF 部屋、フロントデスク部屋、NOC 部屋、ビデオ

配信部屋、サーバ部屋

� ネットワーク機能は 1Gbps の参加者用のインターネット通信 (無線 LAN、有線 LAN)、ビデオ配信機器との

内部ネットワーク、ビデオ配信用のインターネットからの通信受付 (要固定 IPアドレス)

� サーバ (インターネット通信向け) は DHCP サーバ、DNS サーバ、ローカルミラーサーバ

� サーバ (ビデオ配信) はローカルビデオストレージサーバ、ビデオ配信サーバ (バックエンド)、ビデオ配信サー

バ (会場内配信用フロントエンド)、ビデオエンコードサーバ

� ファイアウォールは LAN→インターネット方向はフィルタなし、インターネット→ LANは制限されるべき

また、ネットワークの IPアドレス設計と VLAN 設計においては過去の事例の記載があります。

*2 https://debconf-team.pages.debian.net/public/data/docs/index.html

*3 https://debconf-team.pages.debian.net/public/data/docs/network_requirements.html
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� サーバーのパブリック IP アドレス (/28)

� 参加者 LAN (WiFiおよび有線) (/16 から /22。少なくとも /24 では足りない)

� ビデオ LAN (/24)

このため DebConf の会場ネットワークは最小構成で IP アドレス範囲は LAN のクラス B 相当 (172.16.0.0 ～

172.31.255.255) 、3 つの VLAN で構成する必要がありそうです。

3.3 今回の練習用ネットワークの設計

3.3.1 ネットワークを作る流れ

ネットワークを作るには大まかに「要件定義」、「論理設計」、「物理設計」、「構築」、「テスト」の 5 段階の工程があ

ります*4。

要件定義では、通信速度や同時接続数などの通信性能、有線 LAN か無線 LAN などの接続方式、認証方式、冗長

機能の必要性と必要であればその方式、他の拠点との相互接続の要否などを検討します。

「論理設計」では IP アドレス設計 (NAT や DHCP も含む)、VLAN 設計、ルーティング設計、セキュリティ設

計、機器やホストの命名規則設計などを行います。

「物理設計」では要件定義や論理設計を満たせるネットワーク機器 (やソフトウェア) を選定し、必要な電源の確保、

必要な LANポートを何台のルータとスイッチを使ってどう収容するか、ルータやスイッチなどの機器の配線をどう

するか、接続する機器数を何台の無線 LANアクセスポイントでどう収容するか、どのくらいにケーブルの長さが何

本必要かなどを設計します。

設計作業が完了したら、必要な機器を集めて「構築」し、「テスト」を行ってネットワークは完成となります。

3.3.2 今回の目標設定 (要件)

私はネットワークはクラス C (192.168.xxx.0/24) しか組んだことがないため、いきなり大きいネットワークで

VLAN を使ってネットワークを設計するのは難しいです。今回は /24 の小さいネットワーク (VLAN) を作成し、

VLAN同士をつなげるところまでを範囲に試してみることにします。

通信速度は安価に構築可能な 1 Gbpsとし、最大接続機器数は 100 台未満とします。

3.3.3 論理設計

VLAN 設計・IPアドレス設計

まずは必要なネットワーク数と IPアドレスの範囲を検討し、VLAN の設計と IP アドレスの設計を行います。今

回は 表 1 のネットワークを構築することにしました。

表 1 作成するネットワーク一覧

セグメント名 VLAN ID IPアドレス範囲 有線 LANの有無 無線 LANの有無

ネイティブ VLAN 1 192.168.1.0/24 有り 無し

管理 VLAN用 5 192.168.5.0/24 有り 無し

スタッフ用 30 192.168.30.0/24 有り 有り

参加者用 200 192.168.200.0/24 有り 有り

IP アドレスはすべてのネットワークで DHCP で配布することにし、ゲートウェイの IP アドレスは 192.168.x.1

で統一する方針とします。

*4 ネットワークをよく知らないと物理設計ありきで進めてしまいがちですが、論理設計を先に行わないと必要な機能が決まらないため物理機
器の選定ができないです。
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セキュリティについては今回は初級編のため、すべてのセグメント同士で相互に通信可能とします。

論理構成を図示すると以下のイメージとなります。

Gateway
|
Router (DHCP server, DNS forwarding, NTP)

|
|-- 192.168.1.0/24
|-- 192.168.5.0/24
|-- 192.168.30.0/24
|-- 192.168.200.0/24

3.3.4 物理設計

今回用意した機器は以下で、すべて 1 Gbps のポートを持っています。

� ルータ (コアルータ)

– BUFFALO WSR-2533DHP2 (OS は OpenWrt-25.12.2)

– ポート: WAN 1つ、LAN 4つ

� スイッチ

– NETGEAR GS308EP (VLAN 対応の L2 スイッチ)

– ポート: LAN 8つ

– PoE給電機能あり: 最大合計 62W

� 無線 LANアクセスポイント

– BUFFALO WAPS-1266

– ポート: lan1 (PoE), lan2

– PoE規格: IEEE 802.3af (最大消費電力 9.6W)*5

– 無線端末最大接続台数: 64台 (5GHz：32 / 2.4GHz：32)

物理構成を図示すると以下のイメージとなります (図中のポートの英字は、T はトランクポート、U はアクセス

ポート、E は未使用)。

Gateway
|
| WAN

Router(Core, WSR-2533DHP2)
(4) T U U U (1) setting PC

| | | | |
| | | ---- access port(native ,VLAN 1)<----- L2 HUB------
| | ------ access port(manage ,VLAN 5) |
| -------- access port(staff ,VLAN 30) |
| |
| trunk VLAN 30,200 |
|--------------------------------------- |

| |
SW(NETGEAR GS308EP) | |
----------------------------- | |

(1) T T T T U E E T (8) | |
-|--|--|--|----------------|- | |
| | | | (VLAN | | |
| | | | 200) ------- |
| x x x | |
| L2 HUB |
| |
| Wireless AP(WASP-1266) |
-------- lan1 lan2 ---------------------------

trunk VLAN 30,200 VLAN 1

なお、物理的な機器の写真は 図 1 です。

*5 GS308EP の場合は電力供給の都合で最大 4 台まで接続可能。
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図 1 ネットワーク機器 全体

3.4 オープンソースなルータ OS OpenWrt

3.4.1 OpenWrtとは

OpenWrt *6 は 組込デバイスを対象とする Linux オペレーティングシステムです。OpenWrt の開発は OpenWrt

Project で行われており、OS の特徴として単一で静的なファームウェアではなくパッケージ管理によって完全に書き

換え可能なファイルシステムを提供しています*7。

OpenWrt のソースコードは https://git.openwrt.org/で公開しており、ビルドツールのライセンスは GPLv2

になっています*8。

OpenWrt はディストリビューションとしてプリコンパイル済の OpenWrt イメージを配布しており、オープンソー

スライセンスまたはパブリックドメインで利用可能なサードパーティ製アプリケーションやモジュールが多数バンド

ルされています。それらのバンドルするソフトウェアのソースコードも公開しています*9。

また、OpenWrt が動作するハードウェア一覧は https://openwrt.org/toh/startで確認でき、様々なメーカー

のルータやスイッチなどで動作します。

3.4.2 OpenWrtのインストール

今回 OpenWrt をインストールする機器は BUFFALO WSR-2533DHP2*10 です。

OpenWtr における WSR-2533DHP2 のハードウェア情報、ソフトウェア情報は OpenWrt の web サイトに情報

があります*11。この Web ページを見ると WSR-2533DHP2 のハードウェア情報は以下とわかります。

� CPU: MediaTek MT7622 (Cortex-A53 1.35 GHz 2 コア)

� メモリ: 256MB

� ディスク: 128MB

� Ethernet 1Gbit ports: 5

*6 https://openwrt.org/start

*7 opkg、uci コマンドを使ってシステムの管理ができます。
*8 https://openwrt.org/license

*9 https://sources.openwrt.org/

*10 https://www.buffalo.jp/product/detail/wsr-2533dhp2-cg.html

*11 https://openwrt.org/toh/hwdata/buffalo/buffalo_wsr-2533dhp2
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� Switch: Realtek RTL8367S

� WLAN Hardware: MediaTek MT7622, MediaTek MT7615 (mt76 ドライバ)

OpenWtr が動作する特定機種向けのイメージファイルの検索は https://firmware-selector.openwrt.org/

で行うことができます。webページで 「WSR-2533DHP2」を入力して検索すると「Buffalo WSR-2533DHP2」が

提案され、OpenWtr-25.12.4 のプリコンパイル済のイメージをダウンロードできます。

機種「WSR-2533DHP2」へ OpenWrt を最初インストールするには「FACTORY」版のイメージをダウンロード

し、メーカーの標準ファームウェアの更新 web 画面でダウンロードしたイメージファイルをアップロードして再起動

すると OpenWrt が使えるようになります*12。

なお今回利用したバージョンは ”25.12.2” で、機器の再起動後に LANポート 1～4 のいずれかにパソコンの LAN

ケーブルを差して DHCP で IP アドレスを取得後、Web ブラウザで http://192.168.1.1/ へアクセスするとログイ

ン画面 (図 2) が表示されます。

初期パスワードはユーザ名は root、パスワードは空でログインできます。ログイン後にパスワードを設定するよう

促されます。

図 2 OpenWrt ログイン画面 (web)

OpenWrt は linux サーバのため、sshでのログインも可能です (図 3)。

図 3 OpenWrt ログイン画面 (ssh)

*12 ハードウェアによってインストール方法が異なります。
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3.4.3 ステータス画面

ログインするとステータス画面 (図 4) が表示されます。この画面に機種名、CPUアーキテクチャ、ファームウェ

アバージョン、メモリ使用量、ストレージ使用量、WAN側接続状況などを確認できます。

図 4 OpenWrt ステータス画面

3.4.4 スイッチ設定

OpenWrt のルータ設定で最初に行うのはスイッチの設定です。画面上では「スイッチ」と表現されていますが、ど

のポートにどの VLAN の通信を流すかを設定します。

表形式で設定するようになっており、左の列で VLAN ID を決め、VLAN をどのポートに割り当てるか設定しま

す (図 5)。設定値は「off」「untagged (アクセスポート。つまり VLAN タグ無し)」「tagged (トランクポート。タグ

VLAN)」の 3 つがあります。

OpenWrt の特有の事情なのか、WANポートには VLAN 2 が最初から割り当たっています。

3.4.5 ブリッジ設定

スイッチ設定の次は、ブリッジの設定 (L2 設定) を行います。ブリッジとは MAC アドレスを持つ複数のデバイス

を束ねて 1つのネットワークに見せる仕組みをいいます。

このブリッジ設定ではブリッジ名を定義し、スイッチ設定で作成したポートの VLAN (eth0.VLANID) を紐付けし

ます (図 6)。ただ、今回の論理設計では VLAN が 4 つで、WSR-2533DHP2 が備える LAN ポートが 4 つのため、

1 つのアクセスポートに 1 つの VLAN を割り当てています*13。

*13 複数のアクセスポートに 1 つの VLAN を割り当てると家庭用のスイッチング HUBみたいな設定になります。
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図 5 OpenWrt スイッチ画面

図 6 OpenWrt ブリッジ画面 (br-lan5)

残りのブリッジ設定を終えたブリッジ一覧は 図 7 となります。

3.4.6 インタフェース設定

次にインタフェースの設定をします (L3 設定)。ここでようやく IP アドレスが出てきます。

図 8では VLAN ID 5の設定をしているため、ネットワークのゲートウェイの IPアドレスである ”192.168.5.1/24”

を設定しています。

次に、Firewall の通信許可の設定をします (図 9)。詳しい設定は調査中ですが、今回は firewall-zone に すべての

lan インタフェースを含めるよう設定しました*14。

他のインタフェースの設定を行うと、図 10 一覧の表示になります。

3.4.7 DHCPサーバ設定

インタフェースの設定画面のタブに DHCP サーバの設定があります。DHCP サーバをルータが処理せずに専用の

サーバが行う場合はここの設定は不要です。

*14 設定を入れないと通信できなかったです。
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図 7 OpenWrt ブリッジ画面 (一覧)

図 8 OpenWrt インタフェース画面 (lan5 一般設定)

一般設定では変更しないでも動くのですが、今回はイベント用ということでリース時間を 2h に短くしています (図

11)。

続いて、IPv4の DHCPリース設定を行います (図 12)。設定の仕方として、DHCPサーバでリースする開始アド

レスから何個払い出すか、という設定をします。そのため、ゲートウェイの IPアドレスを 192.168.5.1 のように 1 始

まりにした方が感覚的には設定しやすいです (1 はゲートウェイで、2からリースし、254までリースするため、254

- 1 で 253 個)。

これでルータの設定は完了です。

3.5 スイッチ：NETGEAR GS308EP

次はスイッチの設定を行います。GS308EP の設定は VLAN モードを”拡張 802.1Q VLAN” を選択します。そし

て、各ポートのスイッチ設定を 表 2 のとおりに設定します。
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図 9 OpenWrt インタフェース画面 (lan5 ファイアウォール)

図 10 OpenWrt インタフェース画面 (一覧)

図 11 OpenWrt インタフェース画面 (lan5 DHCPサーバ 一般設定)

3.6 無線 LANアクセスポイント：BUFFALO WAPS-1266

次は無線 LANアクセスポイントの設定を行います。

WAPS-1266 と結線する場合は、GS308EP の 1～4ポート と WAPS-1266 の lan1 を LAN ケーブルで接続しま

す*15。また、lan2 は WSR-2533DHP2 の LAN ポート 1 と接続します。

*15 GS308EP の PoE は合計 62W のため、WAPS-1266 は最大 4 台まで同時運用可能です
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図 12 OpenWrt インタフェース画面 (lan5 DHCPサーバ IPv4設定)

表 2 GS308EP スイッチ設定

ポート番号 VLAN 1 VLAN 5 VLAN 30 VLAN 200

1 (無線 AP用) E T T T

2 (無線 AP用) E T T T

3 (無線 AP用) E T T T

4 (無線 AP用) E T T T

5 (有線 LAN) E E E U

6 E E E E

7 E E E E

8 (上位トランク) U T T T

WAPS-1266 自体にも DHCP サーバの機能がありますが、今回はルータが DHCP サーバになるためWAPS-1266

の DHCP サーバ機能は無効に設定してください。

WAPS-1266 を 表 3 のように設定すると SSID に タグ VLAN を割り当てることができ、機器が無線 LAN に接

続すると SSID に割り当てた VLAN の DHCP アドレスが割り当てされます。

表 3 WAPS-1266 Wi-Fi設定 (SSID)

設定値 スタッフ用 SSID 参加者用 SSID

Wi-Fi 有効 有効

SSID AirStationD524 staff AirStationD524 attendee

使用デバイス 2.4GHz, 5GHz 2.4GHz, 5GHz

VLAN ID VLANモード: Multiple, VLAN ID 30 VLANモード: Multiple, VLAN ID 30

ANY接続 許可する 許可する

プライバシーセパレータ 使用しない 使用しない

ロードバランス (同時接続台数制限) 2.4Ghz:32, 5GHz:32 2.4Ghz:32, 5GHz:32

Wi-Fiの認証 WPA2/WPA3 Personal WPA2/WPA3 Personal

暗号化方式 AES AES

キー更新間隔 60分 60分

事前共有キー (お好みで設定) (お好みで設定)

追加認証 追加認証を行わない 追加認証を行わない

設定の残件として、WAPS-1266 には LAN ポートが lan1 と lan2 の 2つあるのですが lan1 に IP アドレスが割

り当たっておらず、lan2 の LAN ポートに IP アドレスを DHCP で割り当てして web 画面から設定しています。

実運用で lan1 と lan2 の両方に LAN ケーブルを差して運用するのはケーブリングが煩雑になるため、避けたいと
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ころです。lan1 は トランク になっているため、設定画面の「LAN設定」-「VLAN設定」にある”管理 VLAN ID”

の設定値をうまく調整しつつネイティブ VLAN を通すとよさそうということはわかりましたが、参加者が lan1 の

LAN ケーブルを抜いてノート PC に差すとネイティブ VLAN の 192.168.1.0/24 の IP アドレスが DHCP で割り

当てされて通信できてしまうため、セキュリティのために避けるべきと web を調べると書いています。

管理面ではネットワークをもう少し勉強する必要がありそうです。

3.7 終わりに

今回は トランク (タグ VLAN) の通信を OpenWrt のルータに設定し、トランク (タグ VLAN) で構成した有線

LAN と無線 LAN を設定してみました。

DebConf27 に向けて IP アドレス範囲が大きくなる、管理 VLAN をどうするか、DHCP サーバや DNS サーバ

を別に用意する場合の追加設定、VLAN 間通信のセキュリティ面、上位のルータやスイッチの速度を 2.5/5/10 Gbps

にする場合の機器選定、大人数の場合に無線 LANアクセスポイントは多く必要になるなど調べることはまだまだあ

りそうです。
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